
次期長野県循環器病対策推進計画のロジックモデル（案）について 

 

【前提】 

 ○第８次長野県保健医療計画に、第２期長野県循環器病対策推進計画を統合します。 
 ○現計画（第１期）から大きく変更しません。 

 ○医療計画における５疾病の計画では、ロジックモデルを導入する。循環器では、脳卒中と心疾患で別のロジ

ックモデルを作成します。 

 ○循環器病対策推進基本計画（参考資料２）や医療計画作成指針等（参考資料３～４）を踏まえ検討します。 

 

【ロジックモデルとは】 

 ○「ロジックモデル」とは、上位の目的とこれを達成するための手段（下位の目的）の連鎖する関係を図式化し
たものです。 

 ○右（上位の目的）から左に向かって、検討することが重要です。 

 ○ロジックモデルを作成することが、計画の本文を作成することにつながります。 

 ○指標は、代表的な指標に絞る予定です。 

 

【ロジックモデル（事務局案）の説明】 

ロジックモデル（事務局案）は参考資料１をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別施策  中間アウトカム②  中間アウトカム①  分野アウトカム 

行政の活動  県民の状態  目指す姿 

行政が行う活動やそ

の結果です。 

 主語が県民になるようにし

ています。 

 ５疾病で統一しています。 

県民が疾患の予防に
つとめ、罹患後も適切
な医療を受け、安心し
て暮らすことができる

指標：（検討中）

発症の予防他の会議体（「長野県生活習慣病懇談会」等）で検討

死亡の減少
救護、急性期の医療を受け
ることができる

初期対応に関する
知識の普及…

患者の生活の

質の向上

回復期～再発予防の医療
を受けることができる

○○…

上位（目的） 下位（手段） 

予防 

救護 

急性期 

回復期 

慢性期 

再発予防 
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